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当年度計画に対す

る達成度 

1.目標を超える研究の進展・成果を達成し

た 

関連する 

SDGs項目 

10.人や国の不平等をな

くそう  

16.平和と公正をすべて

の人に 
該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 今年度の最大の目標は慶應義塾大学に博士論文を提出することであった。その目標の通り、博士論文「フラ

ンスの再興へ向けたイギリス外務省の構想、1940～1943 年」を提出し、博士（法学）の学位を取得した。ま

た、今年度は日本国際政治学会の研究大会で報告を行っただけでなく、一般財団法人世界政経調査会国際情勢

研究所が発効する紀要である『国際情勢』でも論文を発表した。 

 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

中村優介「フランスの再興へ向けたイギリス外務省の構想、1940～1943 年」（2022 年 2 月、慶應義塾大学博

士論文） 

 

【著書・論文（査読なし）】 

中村優介「フランス問題をめぐるイギリス外交、1943～1944 年」『国際情勢』第 92 号、2022 年 3 月、65～

72 頁。 

 

【学会発表等】 

中村優介「ウィンストン・チャーチルにおけるフランス再興の構想、1940～1945 年――英米関係と英仏関係

の狭間で」日本国際政治学会 2021 年度研究大会分科会 D-1 欧州国際政治史・欧州研究分科会「イギリスの戦

後ヨーロッパ秩序構想」、2021 年 10 月 31 日 

 

３．主な経費 

 研究の遂行に必要なノートパソコン、プリンター複合機、文房具、名刺、学会会費、図書、論文の抜き刷り

の印刷などに用いた。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

特になし。 

 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


